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河川や水辺の植物は、水分や栄養などのストレスに常に晒されている。活性酸素種(ROS)は、これらのストレスの強さに応じて、植物細胞小器官で生成される。
この研究では、活性酸素種(ROS)のうちもっとも安定して計測ができる過酸化水素(H2O2)について、葉の中の含有用量を調べることで環境ストレスを定量化でき
ることを確認し、比高が異なる場所での植物のストレス状態を調査した。調査対象は、日本の河川の河岸帯の木本類の代表種としてヤナギ類、ニセアカシア、シ
ンジュ、オニグルミを、草本類の代表種としてヨシ、ツルヨシ、オギとした。葉のサンプルは、川からの比高と日照条件が異なるよう採取した。採取した葉は持
ち帰りH2O2濃度を分析した。なお、各サンプリング地点から土壌も採取し、窒素含有量及び土壌水分量を分析した。 
結果、光条件の違いおよび一般的な範囲内での窒素含有量の違いでは、H2O2 濃度との関係は得られなかった。土壌水分量は比高とともに減少し、植物ごとに
H2O2 濃度との関係が得られた。このことから、葉の H2O2 濃度が水辺植生の分布の指標として使用できることが示唆された。 
New method to identify the colonization level of riparian vegetation species, Takashi ASAEDA, Md Harun RASHID , Mizanur RAHMAN, Fumiko IMAMURA
（Water resources and wetlands 2020口頭発表） 
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１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

度重なるコロナの緊急事態宣言等により、現地調査、出勤の制限が発生し、十分な調査、分析ができなかった。次年度、調査、分析のメンバーを増員し集中的に
実施できる体制とする。

New method to identify the colonization level of riparian vegetation species
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調査、分析のメンバーを増員し短期に集中して実施できるようにする。
８．今後の研究の推進方策
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